
広報おうめ ２９.４． １ （１４）

次号の発行は４月１５日です 再生紙を使用しています

市役所の代表 FAXは 22‐3508です

４
月
の
木
曜
夜
間
窓
口

毎
週
木
曜
日
は
、午
後
８
時

ま
で
窓
口
業
務
の
一
部
を
延
長

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

開
設
日

４
月
６
日
、

日
、

１３

２０

日
、

日
の
木
曜
日

２７

対
象
課

市
民
課
、保
険
年
金

課
、高
齢
介
護
課
、障
が
い
者

福
祉
課
、子
育
て
推
進
課
、収

納
課
、市
民
税
課
、資
産
税
課

詳
細

各
課

日
時

４
月

日（
日
）

午
前

２３

９
時
～
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ

収
納
課
収
納
管

理
係

日

曜

納

税

窓

口

こ
と
。
あ
る
日
、
ひ
ょ
ん
な
こ

と
か
ら
世
界
中
を
巡
る
奇
想
天

外
な
旅
が
人
生
を
変
え
て
い

く
。
奇
跡
と
感
動
の
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
！

日
時
＝
４
月

日
（
日
）

午

２３

後
２
時
～
４
時
（
１
時

分
開

４５

場
）▽
会
場
＝
多
目
的
室
▽
上
映

予
定
作
品
＝「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
！
」（
２

０
１
４
年
制
作
・
ア
メ
リ
カ
作

品
・
日
本
語
吹
き
替
え
・
上
映
時

間
約

分
）▽
定
員
＝
先
着

人

１１５

６０

▽
費
用
無
料
▽
直
接
会
場
へ

市
民
セ
ン
タ
ー

駒
木
町
、
上
長
淵
、
下
長

淵
、
友
田
町
、
千
ヶ
瀬
町
、

河
辺
町
の
各
町
内
で
は
、
４

月
９
日
に
調
布
大
祭
の
た

め
、
山
車
や
神
輿
が
巡
行
し

み

こ

し

ま
す
。
各
地
区
の
山
車
等

が
、
午
後
２
時

分
ご
ろ
に

３０

は
下
奥
多
摩
橋
通
り
に
集
合

し
ま
す
。

山
車
等
の
巡
行
の
際
に

は
、
交
通
渋
滞
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

４４
月
９

４
月
９
日日
（
日
）

（
日
）
はは

調
布
大

調
布
大
祭祭

共
催
＝
お
う
め
こ
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
▽
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た

は
直
接
新
町
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

梅

郷

図

書

館

春

の

お

は

な

し

会

日
時
＝
４
月

日
（
土
）

午

１５

後
１
時

分
～
２
時

分
▽
対

３０

１０

象
＝
幼
児
～
小
学
生
※
幼
児
は

保
護
者
同
伴
▽
内
容
＝
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
、
ペ
ー
パ
ー
シ
ア
タ
ー
等
▽

入
場
無
料
▽
協
力
＝
図
書
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
の
会

こ
ろ
り
ん
」
▽
直
接
会
場
へ
▽

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
図
書
館
☎

・
６
５
４
３

２２
中
央
図
書
館
に
お
越
し
の
際

は
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中

央

図

書

館

映

画

会

「

Ｌ

Ｉ

Ｆ

Ｅ

！

」

夢
を
諦
め
写
真
雑
誌
の
写
真

管
理
部
で
働
く
地
味
な
中
年
男

性
の
唯
一
の
趣
味
は
現
実
か
ら

逃
避
し
て
突
飛
な
空
想
に
浸
る

梅
郷
市
民
セ
ン
タ
ー

緯

・
０
４
０
４

７６

中
央
図
書
館

緯

・
６
５
４
３

２２

市
民
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
は

日
（
月
）
で
す
。

１７み

ん

な

の

お

話

し

会

絵
本
探
検
隊
、
出
発
・
進
行
！

日
時
＝
４
月
８
日
（
土
）

午

前

時

分
～

時

分
▽
対

１０

３０

１１

３０

象
＝
幼
児
～
小
学
生
（
親
子
で

の
参
加
歓
迎
）
▽
講
師
＝
高
野

悠
子
氏
▽
入
場
無
料
▽
協
力
＝

「
ね
ぇ
、
本
よ
ん
で
概
」
の
会
▽

直
接
会
場
へ

今
井
図
書
館
お
は
な
し
会

日
時
＝
４
月
８
日
（
土
）

午

前

時
～

時

分
▽
対
象
＝

１１

１１

４０

幼
児
以
上
▽
内
容
＝
昔
話
な
ど

お
話
の
語
り
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
▽
入
場
無
料
▽
協
力
＝
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▽
直
接
会

場
へ
▽
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
図

書
館
☎

・
６
５
４
３

２２

エ
コ
っ
て
な
ん
で
必
要
？

楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら

環
境
の
プ
ロ
に
「
エ
コ
」
を
教

え
て
も
ら
お
う
！

日
時
＝

４
月

日
（
土
）

１５

午
前

時
～
正
午
▽
対
象
＝
市

１０

内
在
住
の
３
歳
～
小
学
生
※
２

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
▽
講

師
＝
全
国
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

事
務
局
▽
定
員
＝
先
着

人
１０

（
予
約
制
）
▽
費
用
＝

円
▽
持

３００

ち
物
＝
筆
記
用
具
、
飲
み
物
▽

長
淵
市
民
セ
ン
タ
ー

緯

・
３
２
４
９

２２

今
井
市
民
セ
ン
タ
ー

緯

・
８
６
０
０

３１

新
町
市
民
セ
ン
タ
ー

緯

・
７
３
３
７

３１

梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅のののののののののの里里里里里里里里里里のののののののののの再再再再再再再再再再生生生生生生生生生生がががががががががが始始始始始始始始始始ままままままままままっっっっっっっっっってててててててててていいいいいいいいいいまままままままままま梅の里の再生が始まっていますすすすすすすすすすす

また、１２日(日)には、神代橋通りを中

心に、３年ぶりとなる「観梅市民まつり」

が開催されました。さまざまなイベントが

行われ、大勢の観光客で終日にぎわいまし

た。

市親善大使の篠原ともえさんがスペシャ

ルゲストとして参加し、篠原さんがデザイ

ンした市公式キャラクターの発表も行われ

ました。

◎最優秀賞 五小５年 大宮愛未さん 「咲かせよう! 僕らの夢と 梅の花」

○優秀賞 五小６年 野島康生さん 「育てよう この梅みんな 一年生」

○優秀賞 新町小６年 多田美咲さん 「梅の里 花も笑顔も 満開に！」

○優秀賞 友田小５年 山上虹南さん 「梅いっぱい えがおいっぱい！ がんばれ青梅！」

○優秀賞 若草小６年 虻川幸華さん 「咲きほこれ 笑顔あふれる 梅の花」

植樹イベントおよび観梅市民まつりが開催されまし植樹イベントおよび観梅市民まつりが開催されましたた

梅の里再生へ梅の里再生へのの
「標語・スローガン」が決定しまし「標語・スローガン」が決定しましたた

梅の里には、平成２８年度中に、梅の公園に約６００本、中道梅園やオープンガーデンに約１１０本、農地に約２,０００本の梅の木が植えられ、

再生の第一歩が踏み出されたところです。日本有数の観梅名所と言われた梅の里の早期復活に向けて、これからも地域一丸となって取り組

んでいきます。

梅の里の早期再生・復興の実現に向け、市内在住の小学５・６年生から「標語・スローガン」を募集し

たところ、５３４点の応募があり、最優秀賞および優秀賞が次のとおり決定しました。

最優秀賞は、梅の里再生・復興に向けた各種イベントの啓発活動等に広く活用していきます。

△植樹イベント「梅まつり植樹祭」

△市公式キャラクター原画の贈呈

△警視庁騎馬隊

昨年の秋、梅郷全域と和田町について、国より

再植栽が認められ、地域内の農地や梅の公園な

どでは、待ちに待った梅の木の植栽が行われて

います。

このような中、市では、３月１１日(土)に梅

の公園において、ＪＲ東日本八王子支社との共

催による植樹イベント「梅まつり植樹祭」を行い

ました。市の内外から約１２０人の参加者が集ま

り、１６３本の梅の木を植えました。

△高円寺阿波踊り △東京消防庁音楽隊

問い合わせ 梅の里再生担当


